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研究成果の概要（和文）：情動発達について以下の5点を明らかにした。
(1) 幼児1667名を対象とした調査に基づき、幼児期の情動発達スケールを開発した。(2) 幼児1068名を対象とし
た調査に基づき、「気になる」子どもは情動の理解、共感において遅れがあることを明らかにした。(3) ５歳児
を対象とした情動表現の実践から、子どもは自分の情動が生起した背景を言語的に表現することが多くなること
を明らかにした。(4) 小学生2142名を対象とした調査から、「気になる」子どもは抑制、理解、共感において遅
れがあることを明らかにした。(5) 小学生84名を対象とした実験から、情動理解と他者視点取得とは関連するこ
とを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We clarified the following five points about emotional development.
(1) We developed the emotional development scale for young children. (2)  We clarified that the 
young children requiring special care had a delay in “understanding of emotions” and “empathy”. 
(3)  We clarified that the effect of the activity which expressed own emotions in a nursery school. 
As a result, one year after, the 5 years-old children expressed more often the background of their 
emotions linguistically. (4)  We clarified that the score of the elementary school children 
requiring special care was lower in "control of emotion", “understanding of emotion”, and “
empathy”. (5)  We clarified that emotional understanding related to others viewpoint acquisition.

研究分野： 発達心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 幼児期、児童期の情動発達について、典型発達児と「気になる」子どもを対象として研究を行った。その結
果、(1) 「気になる」子どもは、情動の「抑制」よりもむしろ「理解」「共感」に遅れがあることが明らかにな
った。(2)　情動の「理解」は、他者視点取得の能力と関係することが明らかになった。(3) 情動を表現する活
動を通して、情動表現そのものだけではなく、情動が生起した背景を言語的に表現することが多くなることが明
らかになった。以上の点から、情動調整の難しい子どもには、情動抑制の訓練よりも、情動を表現させることを
通した情動の理解と共感を育てることの重要性を示した点で社会的意義がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
近年、保育・教育場面においては、顕著な知的な遅れは認められないにもかかわらず、「自分

の行動や感情をうまくコントロールできない」「対人的トラブルが多い」「集団活動に参加でき
ない」といった特徴をもつ子ども、いわゆる「気になる」子どもへの対応が問題となってきて
いる。このような「気になる」子どもの中に、後に、ASD、ADHD、LD などとして診断され
る子どももいる。しかし、一方で、青年期になっても発達障害としては判定されず、適切な支
援を受けないまま高校に進学し、不適応状態に陥るケースもある。したがって、障害の診断の
有無にかかわらず、このような子どもの特徴を早期に理解し、継続的な支援していくためには、
まず第１に、適切な発達アセスメントとそれに基づく支援が必要であると考えられる。 
従来、「気になる」子どもや発達障害をもつ子どもの理解をするためには、個別式の直接検査

である「知能検査」（WISC-Ⅳ、KABC-Ⅱ）や「発達検査」（新版Ｋ式発達検査 2001 など）が
多く用いられてきた。そして、主に認知の遅れや認知のアンバランスさの観点から、子どもの
理解がなされてきた（本郷，2008）。しかし、「気になる」子どもや発達障害をもつ子どもの中
には、知的な遅れを示さない子どももいる。また、自閉スペクトラム症の子どもの中にも必ず
しも知的な側面でのアンバランスさを示さない子どももいる（本郷，2010）。したがって、発
達アセスメントに当たっては、検査場面における認知的側面のアセスメントだけではなく、日
常生活場面における情動発達のアセスメントが重要となると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、幼児期・児童期における情動発達アセスメント・スケールの開発とその教育への

応用を目指すものである。近年、保育・教育場面において、発達障害がある子どもや「気にな
る」子どもの理解と対応が一層求められるようになってきている。これらの子どもたちの特徴
の一つとして、知的側面での遅れはないが、対人的トラブルが多く、集団に適応しにくいとい
った点があげられる。したがって、知能検査によって認知の遅れやアンバランスを詳細に調べ
ても、子どもに対する具体的な支援にはつながらない場合も多い。むしろ、子どもたちの情動
発達の特徴を捉え、それに基づく支援を実施することが重要となる。そのような点から、本研
究では、情動発達アセスメント・スケールの開発とその教育への応用を目的とする。 
 
３．研究の方法 
４年間の研究期間を通じて、次の５点の方法で研究を進めた。 

(a) 保育場面における情動発達項目の収集を行い、情動発達に関する項目を年齢別に配置する 
とともに、各領域間の発達連関が分かるように項目を整理し、アセスメント・スケールを 
作成した。 

(b) 幼児を対象とした調査結果に基づき、典型発達児と「気になる」子どもの情動発達の特徴 
について検討した。 

(c) 幼児を対象として保育実践を行い、保育場面において情動を表現させる活動の効果の検証
と「気になる」子ども、発達障害がある子どもへの支援方法について検討した。 

(d) 児童を対象とした調査結果に基づき、典型発達児と「気になる」子どもの情動発達の特徴
について検討した。また、児童を対象として、ASD 傾向、ADHD 傾向と情動発達との関連を
検討した。 

(e) 児童を対象とした実験に基づき、情動理解、他者視点取得、情動理解に関する自己認識の 
関連について検討した。 

 
４．研究成果 
(1) １歳～６歳の幼児 1667 名を対象として、情動発達の項目を収集し、その項目を年齢別に配
列した。また、典型発達児と「気になる」子どもの違いが大きい項目を抽出し、幼児期の情動
発達スケールを開発した。また、情動発達と認知・言語発達、対人関係の発達との関連を検討
した。その結果、認知発達、言語発達に比べて情動発達が仲間関係と関連していることが明ら
かになった。 
(2) 幼児期の情動特徴と行動特徴との関連を明らかにするために、４～６歳の幼児 1068 名を対
象として調査を行った。その結果、「気になる」子どもは、典型発達児と比べて、情動の理解、
共感においてとりわけ遅れが大きいことが明らかになった。また、ADHD 傾向が高い子どもは、
情動の抑制が難しいことが分かった（Table1）。ASD 傾向の高い子どもは、とりわけ情動の理解
と共感が難しいことが分かった。 
(3) ５歳児を対象として、保育場面において情動を表現する活動を実施した。その結果、1 年
後には、子どもは自分の情動が生起した背景や理由を言語的に表現することが多くなった。こ
れは、単に情動の表現だけでなく、情動の生じる過程や背景についての理解が深まった結果だ
と考えられる（Figure１）。 
(4) 小学校１～６年生の 2142 名の児童（「気になる」子ども 1071 名、「気になる」子どもと同
年齢・同性の典型発達児 1071 名）を対象として、情動発達の違いを検討した。その結果、言葉
による情動表現、抑制、誇り・恥、理解、共感においては、典型発達児の得点がより高かった。
一方、表情による表現、過敏さについては、「気になる」子どもの得点がより高かった（Figure2）。 



Table1 ADHD 傾向と情動発達との関連 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure１ 情動が生じた理由の割合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           Figure2  「気になる」児童の情動発達の特徴 
 
(5) 小学校１～５年生 84名を対象に、①情動理解、②他者視点取得、③情動理解に関する自己
認知との関連を明らかにするために、実験を行った。その結果、①学年ととともに情動理解が
発達すること、②情動理解と他者視点取得とは関連すること、③情動理解と情動理解に関する
自己認知は低学年では関連がないが、中学年になると関連してくることが明らかになった。し
たがって、情動理解を発達させるためには、他者視点取得能力を伸ばすことと自己認知能力を
高めることが重要であることが示唆された。 
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